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シュで関覧できる O 具体的な検討範聞は、山村調査のボックスに含まれている文書である (Box










林省大臣官房総務課編 1972、全国森林組合連合会、森林組合制度史編纂委員会編 1973: 1 ~ 
28J。天然資諒局長Schenkによれば、治山、治水に加え、木材の持続的生産と供給の要点に伐採
制限と経営計画が必要であり、森林地主の土地所有は、とても小規模であるため、社会改革の妨
げにならないと捉えられていたおchenk 1948 : 369~370 ， 372J 0 
( 66) 
NRSのそうした働き掛けはGHQ内での各種競査に支えられていたD その一環で、 1村の調査
が他部局へ依頼された。 1949年12月16日のことである O その哉、部局間で折衝が続き、 1950年2
月には、 J主体的な識査地、調査課題等が検討-され始めたのである D
( 2 )諒究枠制、構想と方法
依頼された部局は民時晴報教育馬 (CivilInformation & Education Section以下、 CIEと略称する)
であるo CIEでは、世論調査・社会学研究謀が調査を担当した。当時の課長は、 BennettCBennett， 
John W)であったo Bennett (1915~2005) は、シカゴ大学で博ー士号を取得した文化人類学者であ






















の現代化へ関心が強い [Bennett 1967， 1973J 0 SiIlsは広範な社会科学の百科事典編集の外、人口や環境問題に
関わる社会謂査法についての研究で知られる [Sils 1961， 1968， 1982J。
(67 ) 



















予備調査:1950.3/11 ~ 15 ;鹿沼
本調査:①1950.4/7~30 ; 4ヶ山村(力IJ蘇、板荷、小来1、西大芦)














9日間行われたものと 2種があるO 荷者の関では、調査項目が異なっていたという O


















本調査については、 1950年6月頃に作成されたと思われる予察報告げHESOCILOGY OF 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































によって 2種の研究として再編、強調されたことが分かる o 1つは、「森林保護jと題して、伐
採制限による影響を、地域社会の人口を支える適切な産業のあり方と人間の幸福とに関連づけ、

















では、各部の執筆進捗具合と、内容が要約されている CMEMORANDUMON FORESTRY 















れている O 編集計画のタイトル「現在の日本の経済状況と、木材生産業jが分けられた形と言える O




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































( 3 )司本の森林経営の特徴 } 
j CIE(B)08088-












と関連して 1 ( 5 )木材の出口
( 6 )木材商人
( 7 )薪と炭の生産







( 2 )木材蕗人一伐採操業者 l 
j CIE(B)08090-










( 2 )戦後の伐採 1 CIE(B)08096-















部 章 節 請求記号
( 5 )森林地主の生活
( 6 )木材、木材販売人と林業労働



































( 2 )少数者によるより積極的協調 CIE(B)08099-
るFOAの事業につ

















































進んだためである。森林の地域的特色は、 a.密鉄沿いの北方地域、 b.県境に広がる東地域、 C.日

















































































編集計画のタイトルは f森林労働者とその集団関係Jである O サブタイトルから分かるように、
山村ではなく、鹿沼市内の木工労働者を取り上げた文章であるo 竹内利美・杉政孝が執筆予定で
あったようだが、本ドラフトには、杉政孝の名が記され、 Trans.By T.O. Apr 6， 1951.と記されて












家族による操業に支えられていることが示される O 年齢層においては、 50歳以上の古い職人が多


















































主の批判を取り上げ、札すべき点を整理しているo FOAは、 ForestOwners' Associationの略称で































以上の報告ドラフトの大枠を確認しておこう D 先の分析計画によると、 Bennettが求めていた
第…の研究は「森林保護」であったD この内容に直接対応するのは、 16部 森林経営計画jであ
ろう D この4章と 5章をやや詳しく見ることで、報告ドラフトがBennettの意図といかなる関係
にあるか検討するO



























ている D すなわち、 FOAの組織改革(民主イヒ)を通じて、苦し伐カ{"-~定程度1:CI JfI討されるという「森
林保護jの意図へ一定程度、応えた報告ドラフトと蓄えるのであるO なお、 i却によるこれら
attitude surveyの結果の記述は、桜田勝徳執筆の 3部を参照して整理されているD
(4 )鹿沼地域における ForestrySociology 
Bennettが求めた分析計画の第二は「森林事業の社会学jであるO この内容に関わるのは f2
部森林に従事する人」、 f3部森林地主J、f4部森林労働者ム f5部木材商人」など多く



















へは、 2通りのルートで森林地所有者が生み出されているという O 一方は、不在地主の同族や親
族知古の密接な社会関係の中から、他方は、管理人を任された木材商人の中から輩出されるので
ある。いわば¥②の類型が再生産される仕組みが説かれていると言えよう D




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































f3本立てjで行われたようである[関田他 1953 : 78J 0 
CIE文書から、上記の調査内容を検討-してみる。 CIE文書内で確認できたのは、各種統計に関
わる統計資料類と、木工業経営者の調査票、及び、、 attitudesurveyの記入済みの回答書であった。

















続きが分かる (ResearchMemorandum. 1950.11/3 : CIE (B) 08083， 08085) 0 その手続きは、ムラ
の階層分布を抽出し、各村の世帯数をムラ(集落)別に整理し、その世:暗数ヘドi雪崩分布比を当て







小来)1 404 76 
板荷 489 64 
西大芦 493 80 
加蘇 758 80 
2124 300 













場が準備した「村内有力者調べ(“recordof influential persons in the Vil1ages") JであるJ(3部 1
寧の 7f森林地主の社会的地位J)0 3部を記した桜田にとって、この f村内有力者調べ」は重要
な資料源であった。「村内有力者調べ」と称する資料はCIE文書内に確認できる (CIE(B) 08053 
~5) 口この資科は先の座談会では言及されていず、その範囲ではどのような経緯で得られた資料
であるのか不明である。だが、桜田の叙述により、役場等の行政機関を利用した情報収集であっ














































補充調査を行い、かつ、 groupinterviewも行うこととなったのである[向m他 1953 : 79J口
group interviewは、戦時中の木材統制関係の人々や践の森林組合連合会の人々とのi習で宇都常に
おいて行われた座談会を指している O
( 2) attitude survey 
CIE文書の中には、 4ヶ村の調査票、及び、 attitudesurveyの回答書の双方とも見あたらない。
理由は不明だが、主要な位置を占める山村域の資料が欠如した状態は、 ForestrySociologyの方法
全体の再構成を困難にさせている O また、山村においては、調査菜、及び、 attitudesurveyの回
答書がともになく、 attitudesurveyの質問項目だけ確認できたが、町域の木工経営者については、
調査票がなく、 attitudesurveyの質問項目と回答書 (36件)が残されている。木工従業者につい
















採の動機 (20，21)も含めると、 13項目、すなわち、全体の4割以上の比重を占めているD また、
森林組合員に関する項目 (23~25) も複数用意されている D 以上の中で、 4~8、 14~15、 20~21
の9項目は、森林地主にI:rJく項目とされており、地主を重視した項目設定であったことが分かるO
経営者に対する attItudesurveyの回答書ー には FaceSheetも付されており、 attitudesurveyの全









され、分析されていたことが分かる (ResearchMemorandum. 1950.11/3 : CIE (B) 08083， 08085) 0 
この文書では、 attitudesurvey手法やサンプルの取り方を概観し、①森林の状況と樹齢に関する
考え、②木を売る動機、③再森林化、④将来の見通し、といった項目を挙げ、集計結果と、そこ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































良く示されている o attitude surveyは、 NRSが主導する森林政策、つまり、伐採制限を含めた森
林経営計画に基づく森林産業や関連組織の民主的改革というビジョンの可能性と問題点を、社会
学的な調査を通じて、森林産業従事者の考えや認識から裏付けるものであったのである O
実際、 attitudesurveyの匝答書は、報告ドラフトに利用されている O 例えば、杉政孝は、PlJ域
の木工業労働者に対する回答を「第4部 森林労働者」でまとめているO その内容からは、 175
(93 ) 
件の経営体に質問状を配布し、その回答を得た中から、 52人に対して藍接インタヴ、ユーを行った

































面積~iJによる森林地主 小来)1 板荷 西大芦 加蘇 南局委
100町以上 O 1 O 3 
70 ~ 100町 1 2 O 1 む 4 
50 ~ 70町 2 。 2 3 。 7 
30 ~ 50町 フ l 6 。 10 
10 ~ 30軒 2 2 4 ヲ 。 17 
5 ~ 10町 3 4 6 4 O 
1~5 町 O 9 8 13 。 30 
0~1 町 。 O O 。
不明 O 。 O 。
12 18 23 36 1 I 90 




l 西大芦 H.K. 30 I可の森林地を所有し、それらは 40筆の土地として 15ヶ所に分散している。
-_.~耳、 一
6611汀4反の森林地を所有し、散在するそれらを森林管理の部立のためまと
2 カIJ議事 K.O. めようとしたが、現在は、森林火災の危険のため、各々の森林j訟を互いに離
れた地点に維持している O
3 加若手 Y.A. 3411可を所有しているが、それらの森林地は数在している o
分散さ





れ 5 Y.S. には、 1町、 1町半といった小規模な土地を購入し続け、現在、彼の森林地た
土 はたいへん散在している。
地 41町l反を所有する。彼の森林地は、 2畝あるいは 3rt玖といったたいへんに
加蘇 小さな面積で 10ヶ所以上に散在している O 彼の家族は 20年前に 20IlJの森
6 (字カミ K 林地主であったが、経済状況が悪くなり、それ以来、父が 10数jlJを借金返
ガハラ) 済のため売り、森林火災を恐れて、小さな面積の土地を所有し、それは現在
においても維持されている。
7 力1]蘇 K.I. 3 nU 9反を所有し、村の小字の分かれた名称、から判断すると、それは少なくとも 7ヶ所に分散している。














所有者人数 面積 所有者人数 面積 所有者人数 面積
小来)1 450 3743.69 197 1867.86 37 1430.55 
ヰ反者f 494 2365.62 177 690.08 13 347.38 
西大芦 676 4459.08 118 872.37 12 694.42 
力IH探 505 2773.17 109 783.53 20 597.94 











していると言える O 少なくとも、アメリカ側スタッフが準備した attitudesurveyの結果は、陰に
j場に参照され、 ドラフトを構成する骨組みとして役立てられていたと言える。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 アメ 1):カ人スタッフ自身もインタヴ、ューを行っていた。 NRSへの報告文書に、 19人 (4月から 5月)を対象とし
たインタヴューのうち、 14人分 (11 日~ 19日の9日開)の内容が添付されている (CIE(B)08105;Forestry Sociology 
May Trip Interviews， May 1950.， NRS13055-6; Public Opinion and Sociological Research Division -Forestry Sociology 
Interviews， May 1950.)。インタヴ、ユーは、 DavidL. SilsとShunroNaga旬、].W.BennettとM1というイニシャルの者、
この2組で実施されていた。調査地は、プロジェクト対象地とそれを越えて行われている(落合、南摩、粟野町を含む)
が、 FaceSheetとi可様に、話者の性別、年令、職業、所有森林面積、樹種、樹齢、農業や製材業その他の兼業内容












吾発言、中野註)Jというものであったという[関田弛 1953 : 7針。














































ところで、 D.F.に関する資科は、 CIE文書の中にほとんど碑認できない九 D.F.のアドバイスを




































えられるという O 結局、 TMは、 1林所有者に内金を支払っていたにも関わらず、 AKの申し出を















できょう O 関は、第6部において、 FOAの活動へ間意しながら、 FOAによる製材操業へは反対す
る意見を整理し、その内容として、西大芦における製材の排他的操業があるという意見、及び、
その背後にある、地木社や大芦製材会社といった会社経営とFOAとの間の不明瞭な関係、そこに



























13J 0 具体例として、 Bennettは、よそ者による山林売買へ大地主が介入する事件を紹介する。こ
の事件は 2つの背景から説明される。すなわち、①そのよそ者が大地主たる親分へ許可を求める
ことや、飲酒の儀礼を行わなかった点で失敗したこと、②親分のもとにいる Ashidaと称する者




























































































する研究基盤を構築するものであったこと、 attitudesurvey J-，j、外lこも、 intensiveinterviewや

















社会学研究諜のやり方を、「カクテルパーティJと称していた [Bennettand Ishino 1963 : 10~ 
21Jo CIEにおける社会調査の中で ForestrySociologyは、このようなやり方が最も該当するもの









として考慰され、検討されて良い [cf.矢野 1991Jo 
最後に、 ForestrySociologyに関わる課題を数点記して筆を措こう o Forestry Sociologyの調査
地の lつである板荷を中心とする山村は、農林省、自本林業協会や林野庁が1寺代をずらしながら















r fヨ本森林学会誌j 、 93(2) 、 88~98頁
将司譲他、 1953ICIEにおける社会調査の展開J季刊民族学研究L17 (1)、 1~98頁
ヨーゼフ・クライナー編、 2012r近代「日本意識jの成立:民{谷学・民族学の武陸料、東京堂出版
桜田勝徳、同?とは何かJr 日本民俗学大系ふ 3、平凡社、 1958~三、 8~37頁
椎名新一、 19501面装のやり方Jr労働の科学ふ 5(2) 、 45~52真
島田錦蔵、 1948rアメリカ林業譲展史ふ地球出版
島田錦蔵、 1952r林業政策(林学講座;4) j、朝倉書店





高月東一、 19791戦後!圭論調査秘史(前・後編)Jr望星j，10(11 ・ 12) 、 128~137、 116~124頁、
東海教育研究所
中生勝美、 20061日本占領期の社会調査と人類学の再編一民族学から文化人類学へJr岩波講座
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資料12: Contract and sake ritual in forestry by Sakurada (CIE(B) 08104) 
CONTRACT AND SAKE RITUAL IN FORESTRY 
Written by MζSakurada 
Translated by Mrs. Hanamura 
1. Sake wine is indispensable to contract in ]apan. At the wedding， a new couple drinks a cup of sake as 
a ceremony， which is called "the cut for settling down" (Katame叩no-sakazuki). At the opening of the 
fishing season or on New year's Day， the boss holds a banquet for his fishermen and settles a contract 
with them. 
When ]apanese make a contract， they not only drink sake， but worship the Gods， offering sake and 
food to them. The Gods are present and witness the contract -this thought is present in their minds. 
We may regard the signing of a contract as a sort of festival， because the most important elements of 
]apanese festivals is a banquet， inwhich the Gods and men join together. 1n a word， sake， festival， 
and contract form a trinity. 
2. On New Year's Day and about the middle of ]uly ("Bon" Festival)， the most familiar festivals in 
]apan are held. The ]apanese st出believethat on New Year's Day and at the "Bon" Festival， the divine 
souls of their ancestors descend to every family， and family members join the sould in eating and 
drinking. In some places， dead parents are called "dead souls" (Naki-mitamg) ; while living parents 
"living souls" (rki-mitamg). 1t is important for them to eat and drink not only with the former， but also 
with the late工Andbranch families and married daughters often invite their parents， "living souls" to 
banquets， which are dedicated to their ancestors' souls. When their parents cannot attend， the 
children send a litle table， on which food and sake are served. It is called "sending a table" (Ok旦iニ
往旦)， and it represents one of the oldest customes in ]apan. 
3. At the wedding， parents and representatives of the head family are invited to a banquet. They are 
not only begged for their approval of the marriage， but are asked to assume responsibi1ity in the union 
by drinking cups of sake， which in the case called "cups with relatives" (Shinrui -sakazuki). 
Recently， there has appeared a tendency to invite the boss， the village master and chiefs of 0部ces
to marriages. When some of them cannot attend， (Qkuri-zer1)， (food and sake) have to be sent to 
them. 
(112) 
4. When we start in new enterprise， we have to invite our boss and parents and drink with them. If 
they attend， they must take accept some responsibility in the enterprise in the future. If they are not 
invited， they are not expected to take responsibility; at the same time， some of them may get angry 
about being ignored. 
5. When we have di出culties，we send the "0kurI-zer1" or bottle of sake to our bosses and parents 
consult with them. it is called "主主主tsu"in Japanese， which means "a courtesy greeting" in English. 
The word "Aisatsu" include a1 those invitations and visits with a bottle of sake described above. 
If we omit those "greetings， "our bosses and parents often treat us coldly， saying出atthey wi1 
give us no help and take no responsibility for our enterprises. 
6. Now 1 wi1 describe a striking instance， which was brought to my attention during the field research 
in Kanuma: 
Mr. T bought timber and employed lumbermen in Nishioashi village. But Furusawa hindered him 
from cutting the trees， because he did not send a bot1e of sake to F， which implies a lack of courteous 
greeting. Unfortunately he did not know that F was the boss of these workers. 
7. So that lumber may pass from forest owner's hands to a lumber dealer， the following sake rituals are 
required: 
(a) When a forest owner is going to se1 his lumber to a dealer， he must invite the dealer to a sake 
feast， serve hanιmade buckwheat macaroni (S必至)， and then sign a contract. At the same time， the 
dealer pays a certain amount of money to the forest owner which is cal1ed '守治chi-no-kane"(hand-
money). Of course they worship the Gods and clap their hands three times， which serves to attract 
the Gods' attention to their contract. 
(b) At the begining of timber cutting， a chief of workers worships the mountain-gods under a tree， 
o在eringsake， dried bonito and salt. Then he brings a1 the workers to his home to drink and worship 
the Gods. The above expenses are born by a lumber dealer who is supported to partake in this sake 
feast. But in this area， the lumber dealer often does not attend， because most of them reside in other 
vil1ages. 
(113) 
(c) When lumber-cutting comes to an end， the lumber dealer invites the workers and drinks 
together. It signifies and hours not only the dispersion of the worker-group， but is a festival of the 
mountain-gods. 
8. More over， the fol1owing additional festival can be mentioned: 
(a) On the 2nd ofJanuary (the old calendar) 
{ママ}
This day， the lumber dealers gathers his regular workers to drink. They worship the Gods and 
swear solemnly that they stand in patriarchal relations. 
(b) On the 7th of January (the old calendar) 
Lumber dealers in each village gather and make a wage-fixing agreement. 
(c) On the 2th ofJanuary (the old calendar) 
In Okurugawa village， timber-cutting workers gather and drink. On this day， they invite the 
timber dealers of the vil1age. If the dealers cannot attend， they send bottles of sake liquor in return. 
In Kaso village， the same takes place. In Nishioashi， this day is a festival for al villagers. 
(d) On the 21th of April 
In Nishioashi vi1age， atthe 6th 主主盟主旦， the timber醐cuttingworkers gather in a house besides a 
small shrine ("Taishido") and worship Taishi， offering sake. 
This day is the anniversary of Kobo-daishi'~ death and people have a festival throughout the 
country. In some places， people worship .shotoku-taisi instead of K，obo回daish1.
(114) 










神ト人ガ共ニ飲食ヲスルニアッタ O ダカラ、契約ハ広イ意味デハ祭ノ一種デア 1)、マタ地主ト小
作トノ荷ノ契約トイフ風ナ年々定ッテ起ル契約ハ神ガ降臨シテヰル神聖ナ期開デアル正丹中ニ行
ハレルトイフ風ガアッタ O コノ様ナ神ト人トガ接触スル靖ガマシイ祭ノ日ノ気分ニ、人々ガ一致











































































シティナイ O 西大芦村デハコノ rUJノ講jトイヒ部落全体、祭日ニナッテヰルトイブO 他ノ村デ
モコノ Eハ同様デナイカト患フガ詳カデハナイ D
( 4)新四月二十一日
西大芦村第6部落デノ叫七百ニ山仕事ヲナスモノガ太子講トイッテ小編ノ傍ノ民家ニ集リ太子ヲ
祭ッテ酒ヲノム O
(117) 
四月二十~Bハ弘法大師ノ命日ダトイヒ大師ヲ祭ル慣習ハ殆ント全国的ニ行ハレテヰルガ、之
ヲ弘法大師トセズ、聖徳太子トカ伺大師トカト思ッテ信心シテヰル例ハ極メテ多イ O コノ太子ハ
弘法大師ヤ聖徳太子デハナク、聖ナル母ネ1ノ子デアル神ヲ信仰シ夕、即チ母子神信仰ノ残留デア
ロウト云ハレテヰル。
桜田記ス
(118) 
